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現代のインフラは、過去に先人が、将来の国土やくらしの姿を思い描き、
長い時間と多くの費用、そして努力を重ね、蓄積してきました。現代を生き
るわたしたちはその蓄積の上で暮らしています。インフラが「ある」ことが
当たり前になり、その存在や直接的な効用を実感しにくくなっている現在で
すが、本書を通じて、日本のインフラの現状について多くの方に知っていた
だくとともに、これからの世代が暮らす国土や社会はどのようなもので、こ
の国の未来にどのようなインフラが必要なのか、そのために今、これからの
世代のためにどのようなインフラを残し、築いていけばよいかを考えていた
だくきっかけとなりましたら幸いです。 

一連のレポートの作成や本書の刊行にあたっては各 WG の主査に大変な
ご尽力をいただきました。また WG にも多くの方々にご参加いただき、精力
的な検討・執筆・とりまとめをいただきました。 

また一連の検討においては、国土交通省大臣官房のほか、各分野に関係の
深い道路局、港湾局、水管理・国土保全局、総合政策局、鉄道局、都市局、
航空局から、貴重なご意見や資料提供など、多大なご支援をいただきました。 

関係者のみなさまに、改めてここに御礼申し上げます。 

 

「日本インフラの体力診断」小委員会 幹事 

中島 敬介 
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